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2018年度事業報告

	《18年度事業総括》

18年度も引き続き他団体やアートサポートふくおかの役員・会員との連携による事業展開が実現し、17年にわたる活動で蓄積したネットワークやノウハウが、お金をかけない事業実施につながっている。また、代表の古賀弥生が福岡市内の大学に籍を置くことになり、大学の立場での受託研究にNPOが協力する形が実現した。


Ⅰ　芸術体験サポート事業

Ⅰ－1　高齢者の芸術体験コーディネート事業（継続）
ダンスアーティスト・マニシア氏（アートサポートふくおか幹事）によるパーキンソン病患者を対象としたPDダンス（パーフェクトダンス/パーキンソンダンス）について、成果検証や活動継続のための助成申請援助などを行った。
また、アートサポートふくおか協力会員様のコーディネートにより、病院における認知症患者のための芸術ワークショップ実施に向けて、作業療法士等スタッフを対象とした研修を行った。

Ⅰ－2　ホームレスの就労自立支援のための演劇によるコミュニケーション講座（継続）

　就労自立を目指すホームレスの方を対象とした演劇ワークショップの成果を検証する科研費対象事業の第2ステージ（4ヵ年）2年目にあたり、フォーラムシアター（2クール）の実施（6月、9月）と「シアター」部分を映像化する準備を行った。
Ⅰ－3　フリースクールでの演劇ワークショップに関するコーディネートと成果検証（新規）
　「なみきスクエア」（福岡市東区千早）主催事業として実施されたフリースクールにおける演劇ワークショップについて、コーディネートと成果検証を担当した。
Ⅰ－4　子どものための芸術体験事業の成果検証（新規）

　「なみきスクエア」（福岡市東区千早）主催事業として実施されている、福岡市立東部療育センターでの芸術体験事業について、成果の検証を行った。
　なお、Ⅰ－3及びⅠ－4については、「なみきスクエア」指定管理者（代表企業㈱JTB）から九州産業大学・古賀研究室への受託研究にアートサポートふくおかが協力している。また、両事業の記録補助として、これまでの人材養成事業等の受講経験者を登用した。
Ⅰ－5　子どものための芸術体験事業の実施（新規）
　福岡県立ももち文化センター（ももちパレス）主催の「ももちオープンデー」（11月23日）における子ども対象事業の企画運営を行った。イラストレーター保坂真紀氏による似顔絵ワークショップ、NPO法人工房まる所属の障がいのあるアーティストによるダンボール・ワークショップのほか、九州産業大学及び福岡女学院大学の学生による子どもの遊び場づくりも合わせて実施した。
★「アーティストカタログ」の休止
　アーティストカタログは、2004年に発行を開始し2年に1度の改訂を行い、2016年度版の改訂まで7版を公開してきた（2010年からweb版も作成。2016年はweb版のみ）。しかしながらここ数年、芸術体験の現場をコーディネートする機会が減少し、新たなアーティストと出会う機会が乏しいことに加え、掲載アーティストの最近の活動状況を把握できない状態にあり、アーティストを紹介することのリスクも考慮する必要に迫られている。
　このことから、「アーティストカタログ」の発行はいったん休止した。
Ⅱ　アートと地域をつなぐ人材養成事業

Ⅱ－1　「芸術文化のまちづくりゼミ/高齢者とアート編」の開催（継続）　
2006年度から開始したコーディネーター養成講座の発展版である「芸術文化のまちづくりゼミ」を高齢者の芸術体験活動の促進とも関連付け、「老いと演劇」OiBokkeShi（オイ・ボッケ・シ）の菅原直樹氏によるワークショップとレクチャーを開催した（10月10日）。25名参加。
　Ⅱ－2　「アートサポートふくおかネットワークミーティング」の開催（継続）
コーディネーター養成講座の立ち上げに関わった人々、受講生のネットワーク形成を目的に開催していた「アートサポーターズネットワーク」の集まりを、アートサポートふくおかの役員・協力会員を中心とした情報交換の場「アートサポートふくおかネットワークミーティング」として2月23日に開催。12名参加。
Ⅱ－3　コーディネーターの育成（新規）
　Ⅰ－3、Ⅰ－4関連。
Ⅱ－4　他団体の人材養成事業等への協力（継続）
　　福岡女子大学におけるアートマネジメント人材養成事業について、2016年度から3年連続で事業マネージャー（古賀弥生）として企画運営に携わった。
　　ほかに、久留米市学校への芸術家派遣事業コーディネーター研修の講師を務めた。
＊2018年度講演等実績（担当：古賀弥生）
・6月2日～3月3日　福岡女子大学アートマネジメント人材育成講座　

・8月2日　アートプロジェクトスクール福岡開講イベント

・10月30日　CASASAGA「災害とアート」

・12月1日　日本アートマネジメント学会20周年記念シンポジウム「民が担う芸術の公共性―行政
の役割の変化―」パネリスト

・12月10日　みんこう堂油山病院 作業療法士対象研修「認知症とアート～さまざまな芸術分野での
取り組み～」

・3月17日　久留米市学校への芸術家等派遣事業コーディネーター研修「文化のまちづくりとボランティアの役割」　

Ⅲ　被災地に対する芸術文化を通じた復興支援事業（継続）
　阪神淡路大震災、東日本大震災、熊本地震の被災地で、演劇を中心とする芸術文化ができることを考える「The First Action Project」（3月24日＠熊本市）に参加。各地の取り組みに関する情報収集や今後の活動に関する意見交換を行った。
Ⅳ　情報提供事業

文化政策やアートマネジメントに関する情報を、メーリングリストを通じて51件発信した。
協力会員を対象としたニューズレターは年4回（5月、8月、11月、2月）発行。
Ⅴ　その他

　NPO法人の役員、行政の各種審議会等の委員及び各種相談業務、原稿執筆等を行った。
＊2018年度末現在の役員等実績（いずれも担当は古賀弥生）

【NPO関係】

NPO法人ふくおかNPOセンター監事
　
【行政関係】
　セントラルパーク基本計画検討委員会委員
福岡県営筑後広域公園・芸術文化交流施設「九州芸文館」運営協議会委員
福岡市文化芸術振興財団理事
宗像市市民文化・芸術活動審議会委員（会長）
大野城市芸術文化振興審議会委員（会長）
　大野城まどかぴあ第三者評価委員会委員　ほか
【原稿執筆】

演劇ユニットそめごころ公演「スクリーン」劇評「ふたつの「まく」/境界線のゆらぎ」

「芸術と教育をつなぐ　学校へのアーティスト派遣の今」『人間と教育』2018夏号（第98号）
（民主教育研究所）

NPO法人アートマネージメントセンター福岡携帯サイト・コラム「老いと演劇」（10月4日メルマガ
で配信）
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